








 右上の例にあるグラフのように，質問に対して肯定的な回答

をした児童・生徒の方が，正答率がより高い傾向にあった質問

について分析を行いました。小・中学校ともに正答率が高く，

学力と関連があると考えられる質問は以下の通りです。 

 「授業で分からないことがあったら，どうすることが多いで

すか」との質問に対し，右下のグラフから分かるように，「自

分で調べる」と回答した児童・生徒の正答率が，全ての教科に

おいて１番高いという結果でした。分からないことを自分で調

べる習慣をつけさせることが大切です。 

 小・中学校ともに，全体的に全国を上回っており，各学校で先生方が熱心に指導にあたっている様子がう

かがえます。小学校では教科学習や佐倉学等で地域の人材や施設を積極的に活用しており，中学校では教科の

専門性を活かした国語科や数学科の指導について，全国に比べて高い傾向にありました。 

 今後は，小学校・中学校それぞれの指導の良い点や学力に関する成果と課題について共有し，これまで以上

に連携を図っていくことが大切ではないかと考えます。 
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例:「ものごとを最後までやり遂げて，うれしかった 
ことはありますか」と正答率のクロス集計 
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質問:「授業で分からないことがあったら、どうする 
ことが多いですか」と正答率のクロス集計 
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①物事を最後までやり遂げる。

②考えや意見を発表することが得意である。

③友達の意見を最後まで聞くことができる。

④家で学校の宿題や授業の予習・復習をしている。

⑤総合的な学習の時間では探究活動に取り組んで

いる。

⑥ノートには学習の目標とまとめを書いている。

⑦課題に対し自ら考え自分から取り組んでいる。

⑧授業で分からないことがあったら自分で調べる。

児童・生徒質問紙と学力のクロス集計より 

学校質問紙からみえる傾向について 
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